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農林中央金庫と株式会社鈴生とのサステナビリティ・リンク・ローンの契約締結について 
～農林中央金庫による農業法人へのサステナビリティ・リンク・ローンの第一号案件～ 

 
 
農林中央金庫（代表理事理事長：奥 和登、以下「当金庫」）と、静岡県の農業法人である

株式会社鈴生（代表取締役社長；鈴木 貴博、以下「鈴生」）は、サステナビリティ・リンク・
ローン（以下「SLL」）1による金銭消費貸借契約（以下「本件ローン」）を締結いたしました。
当金庫による農業法人への SLL 実行は本件ローンが第一号案件です。 

 
また、本件ローンは、国際的な原則である「サステナビリティ・リンク・ローン原則（SLLP）」

に基づき、当金庫が策定した融資フレームワーク「農林中金サステナビリティ・リンク・ロ
ーン」2にて実行する SLLの第一号案件でもあります。 

 
鈴生は 2008 年の創業当初から慣行農法対比で化学肥料施肥量を９割、農薬散布量を５割

削減した農業を行っており、現状ではこれに加えて肥料の三要素（窒素、リン酸、カリウム）
削減と施肥量の更なる削減に取り組んでいます。また、環境配慮の観点から大企業を中心に
GHG 削減の取り組み等が相当程度進捗している中、農業分野についても農業生産にかかる
GHG 排出量の見える化やその削減等の取り組みを一層進める観点から、鈴生は当金庫の支
援により、アスエネ株式会社（東京都港区・代表取締役 CEO：西和田浩平）の CO2 排出
量見える化・削減・報告クラウドサービス「アスゼロ」を用いた GHG計測（Scope１～３）
を実施しています。 
 
また、農林水産省においても、持続可能な経済社会づくりに向けた動きが急速に拡大する

中、長期的な視点を持ち ESG の非財務的要素にも配慮することで社会課題の解決と成長の
同期を目指すため、農林水産業・食品産業への ESG 地域金融を推進しているところです。 

 
1 SLL は、借り手の経営戦略に基づくサステナビリティ目標（KPI）と連携したサステナビリティ・パフォーマンス・
ターゲット（以下「SPTs」）を設定し、貸付条件と SPTs の達成状況を連動させることで、借り手に目標達成に向け
た動機付けを促し、環境・社会の面から持続可能な事業活動および成長の支援をしていくことを目指すものです。 
2 「農林中金サステナビリティ・リンク・ローン」は、当金庫営業企画部リサーチアンドソリューショングループが借
り手の SPTsの野心性等を評価する当金庫独自の融資フレームワークです。また、「農林中金サステナビリティ・リン
ク・ローン」は、第三者評価機関である株式会社格付投資情報センター（R&I）から、「グリーンローン原則」及び
「サステナビリティ・リンク・ローン原則」、「グリーンローン及びサステナビリティ・リンク・ローンガイドライン 
2022 年版」に対して整合的であるとの第三者意見を取得しています 。 



 
当金庫は、自らの存在意義（パーパス）を「持てるすべてを「いのち」に向けて。ステー

クホルダーのみなさまとともに、農林水産業をはぐくみ、豊かな食とくらしの未来をつくり、
持続可能な地球環境に貢献していきます」と定めています。中長期目標としては、「2030 年
までにサステナブル・ファイナンスの新規実行額 10 兆円」を掲げるなど、サステナブル経
営の実践を進めています。当金庫は、鈴生の理念に共感するとともに、農林水産業・食品産
業への ESG地域金融の推進にも資するものとして、本件ローンを通じて当社の取り組みを
後押しし、農業者の所得向上や当金庫の基盤となる農林水産業との関連が大きい気候変動
問題の解決に貢献してまいります。 
 
本件ローンでは、以下の KPI3・SPTs を設定いたしました。 

 
KPI GHG 排出量（Scope1+Scope2） 
SPTs 2025 年８月期までに当社の GHG 排出量について Scope1 および

Scope2 の排出量の合計を総量で削減する 
 
 
 

【本件ローンの概要】 
■実 行 日： 2022 年 12 月 30 日  
■資金使途： 長期運転資金  

 
【本件ローンが貢献する主な SDGs】 

   
 

 
【株式会社鈴生について】 
■ 名称     ：株式会社鈴生 
■ 所在地    ：静岡県静岡市葵区下１１０８－８ 
■ 代表取締役社長：鈴木 貴博（すずき よしひろ） 
■ 事業内容   ：野菜生産販売、栽培指導、農業コンサル業 

 
3 KPI は、借り手の中核的なサステナビリティ戦略とビジネス戦略にとって重要であり、その業界セクターにおける環
境・社会・ガバナンス（ESG）の関連する課題として設定される目標・指標のこと。 



■ 生産地域   ：静岡市、焼津市、藤枝市、菊川市、掛川市、袋井市、磐田市、浜松市、
安芸高田市 

■ 取扱品目   ：レタス、サニーレタス、リーフレタス、ロメインレタス、枝豆、 
ブロッコリー、サラダほうれん草等 

■ ホームページ ：https://www.oretachinohatake.com/ 
 
【本件に関するお問い合わせ先】 
農林中央金庫 企画管理部 広報財務 IR 班（宮澤・水元） TEL 03-6362-7172 
株式会社鈴生 社長室 経営企画（繁田）TEL 054-206-1203 

 

https://www.oretachinohatake.com/

